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新型コロナウイルス感染症対策に関する
意見書を国に提出しました



監査の様子 増田 暢之 議員

監
査
委
員

監
査
委
員
と
は

　

監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
き
、
市
長
が
行
政
運
営
に
関

し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
及
び

議
員
の
う
ち
か
ら
、
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
し
ま
す
。

　

磐
田
市
で
は
、
識
見
を
有
す
る

者
２
名
、
議
員
１
名
の
計
３
名
が

選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
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常任委員会・議会運営委員会・特別委員会を紹介します。

総
務
委
員
会

委員長
山田安邦

委員
寺田辰蔵

副委員長
秋山勝則

委員
髙田正人

委員
江塚　学

委員
高梨俊弘

委員
草地博昭

委員
岡　　實

所
管　総

務
部
、
企
画
部
、
自
治
市
民
部
、
消
防
本
部
、
会

計
課
、
監
査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
及
び
公
平
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事

項
並
び
に
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

民
生
教
育
委
員
会

委員長
鈴木喜文

委員
絹村和弘

副委員長
鳥居節夫

委員
加藤文重

委員
小池和広

委員
松野正比呂

委員
鈴木正人

委員
根津康広

所
管　健

康
福
祉
部
、
こ
ど
も
部
、
教
育
委
員
会
及
び
市

立
総
合
病
院
の
所
管
に
属
す
る
事
項

建
設
産
業
委
員
会

委員長
芦川和美

委員
芥川栄人

副委員長
永田隆幸

委員
虫生時彦

委員
小栗宏之

委員
増田暢之

委員
戸塚邦彦

委員
小柳貴臣

所
管　産

業
部
、
建
設
部
、
環
境
水
道
部
及
び
農
業
委
員

会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

寺
田
幹
根
議
長
２
年
目
ス
タ
ー
ト

寺
田
幹
根
議
長
２
年
目
ス
タ
ー
ト

副
議
長
に
髙
田
正
人
議
員
就
任

副
議
長
に
髙
田
正
人
議
員
就
任

副議長 議　長

市議3期　68歳 市議3期　63歳

会 派 志政会 東名住 所 会 派 志政会 福田住 所

高
た か

田
だ

 正
ま さ

人
と

寺
て ら

田
だ

 幹
み き

根
ね

寺
田
幹
根
議
長
２
年
目
ス
タ
ー
ト

寺
田
幹
根
議
長
２
年
目
ス
タ
ー
ト

先
行
き
不
透
明
な
未
曽
有
の
状
況
を

心
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
る
た
め
に

議
長
　
寺
田 

幹
根

平
素
よ
り
本
市
議
会
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
衷ち
ゅ
う

心し
ん

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
任
期
最
終

年
の
劈へ
き

頭と
う

に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
初
よ
り
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
混
乱
の
度
は
、
逓て
い

増ぞ
う

し
な
が
ら
未
だ
終
息
の
目
途
が
立
た

ず
、
今
般
の
外
出
自
粛
、
休
業
要
請
、
学
校
等
の
休
業
対
応

な
ど
に
よ
り
皆
様
に
は
ご
不
便
と
ご
負
担
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
経

済
・
社
会
状
況
へ
の
不
安
、
自
然
災
害
の
多
発
、
子
育
て
・
教

育
に
も
関
わ
る
地
域
紐ち
ゅ
う

帯た
い

の
希
薄
化
な
ど
、
多
面
的
で
複
雑
な

課
題
が
存
在
す
る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
が
出
来
し
た
こ
と

を
議
会
と
し
て
重
く
受
け
止
め
、
現
在
、
対
策
会
議
を
設
置
し

て
状
況
を
把
握
す
る
と
共
に
、
市
当
局
と
連
携
し
な
が
ら
適

宜
・
迅
速
に
対
処
す
べ
き
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
状
況
の
推
移
を
注
視
し
つ
つ
、
直
近
で
必
要
な
事

業
と
、
長
期
的
に
必
要
性
が
顕
在
化
し
て
く
る
事
業
の
二
種

を
想
定
し
、
議
会
全
体
で
協
力
し
な
が
ら
、
現
在
お
よ
び
将

来
の
磐
田
市
に
対
す
る
責
務
を
果
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



◎
小
池
和
広 
秋
山
勝
則

　鳥
居
節
夫 

小
柳
貴
臣

　永
田
隆
幸 

草
地
博
昭

　芦
川
和
美 

絹
村
和
弘

　寺
田
幹
根 

髙
田
正
人

　岡 

　 

實 

増
田
暢
之

◎
芥
川
栄
人

　加
藤
文
重

　松
野
正
比
呂
　
　寺
田
辰
蔵

◎
山
田
安
邦

　小
栗
宏
之

　戸
塚
邦
彦

　鈴
木
正
人

　
◎
高
梨
俊
弘

　根
津
康
広

◎
鈴
木
喜
文 

江
塚

　学

◎
虫
生
時
彦

会
派
名
簿

（
令
和
２
年
５
月
25
日
現
在
）

（
◎
代
表
者
）

志
政
会

新
磐
田

き
ず
な
の
会

社
民・明
る
い
暮
ら
し
の
会

公
明
党
磐
田

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団

組合議会議員

各種委員・役員（議員選出）

○中遠広域事務組合議会議員
　草地　博昭　　芥川　栄人　　寺田　幹根
　鈴木　喜文　　高梨　俊弘　　岡　　　實
　山田　安邦
○養護老人ホームとよおか管理組合議会議員
　寺田　幹根　　鈴木　喜文

○太田川原野谷川治水水防組合議会議員
　戸塚　邦彦　　芦川　和美　　絹村　和弘
○中東遠看護専門学校組合議会議員
　寺田　幹根　　松野正比呂　　根津　康広

○磐田市公務災害補償等認定委員会委員

○磐田市交通安全対策委員会委員

○磐田市地域公共交通会議委員

○磐田市文化振興委員会委員

○ジュビロ磐田ホームタウン推進協議会顧問
　
○社会福祉法人磐田市社会福祉協議会評議員会評議員

○磐田市民生委員推薦会委員

○磐田市農業振興地域整備促進協議会委員

○磐田市林業振興協議会委員

○磐田市特別業務地区建築審議会委員

○磐田市都市計画審議会委員

○磐田市地区計画審議会委員

○磐田市豊岡地区一雲済川改修促進協議会委員

○浜松袋井線建設促進期成同盟会監事

○浜松袋井線建設促進期成同盟会委員

○浜松袋井線建設促進期成同盟会評議員

○県道袋井大須賀線外二線整備促進期成同盟会委員

○天竜川治水促進期成同盟会副会長

○天竜川治水促進期成同盟会監事

○天竜川治水促進期成同盟会理事

○遠州灘沿岸保全対策促進期成同盟会委員

○二級河川太田川水系蟹田川整備促進協議会顧問

○磐田市廃棄物減量化等推進審議会委員

○磐田市青少年問題協議会委員

○磐田市立図書館協議会委員

○磐田市立小・中学校通学区域審議会委員

○磐田市旧見付学校協議会委員

○磐田市遠江国分寺跡整備委員会委員

○磐田市立学校給食運営委員会委員

○磐田市消防賞じゅつ金審査委員会委員

○中東遠地域消防指令業務共同運用推進協議会委員

　戸塚　邦彦

　江塚　　学

　寺田　幹根

　鳥居　節夫

　寺田　幹根　　　

　芥川　栄人

　小柳　貴臣　　加藤　文重

　戸塚　邦彦　　虫生　時彦

　永田　隆幸　　芥川　栄人

　虫生　時彦　　　　

　永田　隆幸　　寺田　辰蔵　　根津　康広
　岡　　　實　　山田　安邦

　絹村　和弘　　　　

　秋山　勝則　　鈴木　正人

　寺田　幹根

　芦川　和美

　根津　康広

　寺田　幹根

　松野正比呂

　増田　暢之

　小栗　宏之　　小池　和広　　岡　　　實

　草地　博昭　　寺田　幹根

　江塚　　学

　寺田　辰蔵　　　

　小栗　宏之　　芥川　栄人

　小柳　貴臣　　　　　

　秋山　勝則　　鈴木　正人

　虫生　時彦　　

　鳥居　節夫　　鈴木　喜文

　高梨　俊弘

　山田　安邦　　　　

　寺田　幹根
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所属議員
所管

目的

広
報
広
聴
委
員
会

委員長
岡　　實

副委員長
小柳貴臣

委員長
草地博昭

副委員長
根津康広

委員
加藤文重

委員
江塚　学

委員
松野正比呂

委員
戸塚邦彦

委員
高梨俊弘

所
管　議

会
の
広
報
及
び
広
聴
に
関
す
る
事
項

予算決算委員会磐田市民文化会館跡地及び
今之浦市有地等利活用特別委員会

議長を除く全議員
一般会計、特別会計及び企業会計の
予算及び決算に関する事項

　市民文化会館跡地及び今之浦市有地等
の利活用について協議、調査、提言等を
すること

議
会
運
営
委
員
会

委員長
芥川栄人

委員
寺田辰蔵

副委員長
小池和広

委員
鈴木喜文

委員
小柳貴臣

委員
永田隆幸

委員
草地博昭

委員
根津康広

委員
山田安邦

所
管　議

会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、
議
会
の
会
議
規
則
、

委
員
会
に
関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項
、
議
長
の

諮
問
に
関
す
る
事
項

委員長：加藤文重　副委員長：小栗宏之
委　員：小池和広、永田隆幸、草地博昭、芦川和美、
　　　　芥川栄人、虫生時彦、髙田正人、鈴木喜文、
　　　　高梨俊弘、山田安邦



■問　
協
力
金
支
給
事
業
に
つ
い
て
、
食
事
提

供
施
設
を
追
加
し
た
経
緯
を
伺
う
。　
　
　
　

答　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
休
業
要
請
を

し
た
こ
と
に
よ
る
。

■問　
予
備
費
増
額
４
億
円
の
根
拠
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
緊
急
に
必
要
に
迫
ら
れ
た
も
の
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
金
額
と
し
て
設
定
し
た
。

全会一致で全会一致で

可決可決

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出

発議
第１号

　
市
議
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止
や
医
療
体
制
の
整
備
、経
済
活
動
の

継
続
、雇
用
の
維
持
、学
習
環
境
の
整
備
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
の
臨
時
交
付
金
等
、必
要
な
財
源
に
つ
い
て
大
幅
に
増
額
す

る
よ
う
、国
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
提
出
先
）内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、財
務
大
臣
、法
務
大
臣
、外
務
大
臣
、文
部
科

学
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、経
済
産
業
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
、環
境
大
臣
、

防
衛
大
臣
、衆・参
議
院
議
長

（
意
見
書
全
文
）

　
こ
の
補
正
予
算
は
、歳
入
歳
出
予
算
の
追
加
で
あ
り
、歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
１
７
９
億
７
２
４
万
９
千
円
を
追
加
し
、総
額
を

８
４
８
億
７
７
２
４
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。　

　
　

　

１
日
も
早
く
市
民
に
届
く
対
応
を

　
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
、
子
育

て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
休
業
要
請

協
力
金
事
業
の
３
事
業
と
も
、
１
日
も

早
く
市
民
に
届
く
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
案
件
で
あ
り
、
市
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
に
、
早
期
事
業
開
始
を
お
願

い
す
る
。
予
備
費
の
増
額
に
つ
い
て
、
緊

急
事
態
宣
言
が
５
月
６
日
か
ら
１
カ
月

程
度
延
長
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
状
況

か
ら
考
え
る
と
、
増
額
に
よ
り
素
早
い

対
応
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

今
後
は
、
国
、
県
か
ら
の
動
向
も
見
据

え
な
が
ら
、
市
民
の
声
を
聞
き
、
必
要

な
支
援
が
１
日
で
も
早
く
手
元
に
届
く
よ

う
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

志
政
会 
絹
村
和
弘 

議
員

　
　
　

　

正
確
で
迅
速
な
対
応
を
求
め
る

　

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
は
、
正

確
で
迅
速
な
対
応
を
求
め
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
休
業
要
請
協
力

金
事
業
は
、
密
閉
、
密
集
、
密
接
の
３

リ
ス
ク
の
高
い
施
設
に
よ
る
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
の
事
業
で
あ
る
。
今
後
は
、
今

回
の
事
業
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
業
種
に

対
す
る
市
と
し
て
の
支
援
事
業
も
必
要
だ

と
考
え
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
実
態
を

把
握
し
、
学
業
や
経
営
、
暮
ら
し
を
継

続
で
き
る
補
償
へ
と
抜
本
的
に
切
り
替
え

る
よ
う
、
国
や
県
に
求
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
市
長
も
先
頭
に
立
ち
、
市

民
の
命
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
施
策
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

令和 2 年
 5 月

会期　５月  1日              （1日間）
　　　５月18日～5月25日（8日間）

臨時会

5 月臨時会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

全会一致で全会一致で

可決可決

２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議案
第44号

一般会計補正予算（第１号）などを審議
　５月臨時会・第 2 回臨時会では、市長提出の令和２年度一般会計補正予算など一般議案 4 件、人事議案 7 件
のほか、全議員提出の意見書 1 件を審議しました。
　なお、すべての議案の審議結果は、最終ページに掲載しています。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

特
別
定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
経

費
の
追
加
の
ほ
か
、
市
内
で
施
設
・
店
舗

を
運
営
す
る
事
業
者
に
休
業
を
要
請
し
、

こ
れ
に
応
じ
た
中
小
企
業
者
及
び
個
人

事
業
主
に
対
し
、
協
力
金
を
支
給
す
る
た

め
の
経
費
の
追
加
や
、
今
後
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
緊
急
的
な

支
出
に
対
応
す
る
た
め
、
予
備
費
の
増
額

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
財
源
に
つ
い
て
は
、

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
及
び
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
を
充
て
る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　
世
界
的
に
大
き
な
混
乱
を
及
ぼ
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
未
だ
感

染
者
の
発
生
が
続
い
て
い
る
。
磐
田
市
に
お
い
て
も
、
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
や
「
三

つ
の
密
」
を
避
け
る
な
ど
、
感
染
の
防
止
に
向
け
て
、
自
治
体
を
は
じ
め
医
療
関
係
者
、

事
業
者
な
ど
全
て
の
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
未
だ
感

染
者
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、
市
内
経
済
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
国
内
に
お
い

て
、
現
在
は
感
染
拡
大
抑
制
に
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
が
、
感
染
拡
大
の
第
２
波
も

懸
念
さ
れ
て
お
り
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
感
染
拡
大
の
防
止
や
医
療
体
制

の
整
備
、
経
済
活
動
の
継
続
、
雇
用
の
維
持
、
学
習
環
境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
分
野

に
お
い
て
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
感
染
症
を
終
息
さ
せ
る
と
と
も
に
、
甚

大
な
影
響
が
出
る
地
域
経
済
の
立
て
直
し
を
図
る
た
め
に
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後

も
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、地
方
自
治
体
が
、こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
の
臨
時
交
付
金
等
、
必
要
な
財
源
に
つ
い
て

大
幅
に
増
額
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。　

■問　
ふ
る
さ
と
い
わ
た
学
生
応
援
事
業
を
対

象
と
な
る
学
生
に
周
知
さ
せ
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。　
　
　
　
　

答　
広
報
い
わ
た
や
い
わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
広
く
周
知
す
る
と

と
も
に
、
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
架

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

全会一致で全会一致で

可決可決

２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議案
第51号

　

こ
の
補
正
予
算
は
、歳
入
歳
出
予
算
の
追
加
で
あ
り
、歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に

５
２
４
７
万
４
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
８
４
９
億
２
９
７
２
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
不
安
の
解
消
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
と
し
て
実
施
す
る
も
の
と
理
解
し

て
い
る
が
、
市
内
の
実
態
把
握
と
優
先

順
位
の
つ
け
方
が
不
明
瞭
に
感
じ
た
。

今
後
は
、
他
市
町
の
事
例
を
積
極
的
に

参
考
に
し
て
、
日
々
変
化
し
て
い
る
状

況
で
は
あ
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、

市
民
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
で
き
る

よ
う
事
業
展
開
を
期
待
す
る
。

新
磐
田 

芥
川
栄
人 

議
員

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
支
援
策
を

　

一
部
で
は
あ
る
が
、
困
窮
者
の
住
居

確
保
給
付
金
や
幼
稚
園
、
保
育
園
及
び

小
・
中
学
校
の
再
開
に
伴
う
感
染
症
対

策
の
実
施
と
な
っ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

今
後
、
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
る
深
刻
な
実

態
を
直
視
し
、
市
内
の
生
活
等
実
態
把

握
に
努
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
市

民
の
苦
難
に
応
え
る
支
援
策
を
実
施
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
と
し
て
実
施
す
る
、
本
市
出
身
で
県

外
在
住
の
学
生
を
応
援
す
る
た
め
特
産

品
を
送
る
経
費
の
追
加
、
保
健
衛
生
用

品
を
購
入
す
る
た
め
の
経
費
の
追
加
の
ほ

か
、
住
居
確
保
給
付
金
の
増
額
、
学
校

給
食
の
休
止
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
食

材
納
入
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費

の
追
加
で
あ
り
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
国

庫
支
出
金
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
及

び
諸
収
入
を
充
て
る
も
の
で
す
。

7 6
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令和元年度の政務活動費　
収入・支出状況についてお知らせします

磐田市の視察受入状況をご紹介します

　政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に役立てるために必要な経費の一部として、議会の
会派からの申請により交付されるもので、地方自治法に基づき条例で定めています。議員の政策立案
能力向上や、議会の監視機能の強化を図るための活動などに活用されています。
　本市の政務活動費は１人当たり年額 30 万円で、上半期と下半期の２回にわけて会派に交付されます。
元年度の会派別収入・支出状況は下表のとおりで、残余金は市へ返納されました。

　元年度は下表のとおり 32 団体の議会議員の皆様が、本市を先進市として視察に訪れました。

　( 単位：円）

会  派  名 志政会 新磐田 きずなの会 日本共産党
磐田市議団 公明党磐田 社民・明るい

暮らしの会 合　　計

交付対象人数 12 人 ４人 ４人 ２人 ２人 １人 25 人

収

入

交付金
上期 1,800,000 600,000 600,000 300,000 300,000 150,000 3,750,000 
下期 1,800,000 600,000 600,000 300,000 300,000 150,000 3,750,000 

雑 収 入 11 3 2 1 2 0 19 
計 3,600,011 1,200,003 1,200,002 600,001 600,002 300,000 7,500,019 

支

出

研 究 調 査 費 171,960 0 275,000 26,000 30,000 30,000 532,960 
調 査 旅 費 1,511,882 791,588 558,700 9,120 239,100 15,820 3,126,210 
資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 
図 書・ 資 料 費 180,221 0 65,968 0 0 0 246,189 
広 報 費 782,203 353,872 3,300 340,639 0 0 1,480,014 
広 聴 費 41,694 16,493 0 0 0 0 58,187 
事 務 費 559,346 77,604 163,546 88,955 115,244 47,317 1,052,012 
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 

計 3,247,306 ※１〈1,239,557〉
1,200,003 1,066,514 464,714 384,344 93,137 〈6,495,572〉

6,456,018 
残 余 金 352,705 0 133,488 135,287 215,658 206,863 1,044,001 

※１　政務活動費 1,200,003 円に会派からの持出分 39,554 円を加え、合計 1,239,557 円を支出しました。

受入日 自治体名 視察内容
17 8月26日 北海道北広島市 ＪＲ御厨駅について

18 8月30日 静岡県御殿場市 議会だよりについて

19 10月17日 奈良県香芝市 磐田スポーツ部活について

20 10月29日 兵庫県尼崎市 磐田市版おせっかい事業について

21 10月30日 愛知県半田市 中小企業振興策について

22 10月31日 福島県会津若松市他 クリーンセンターについて

23 11月  6日 千葉県浦安市 ひと・ほんの庭にこっとについて

24 11月  7日 新潟県十日町市 スポーツによる地域活性化施策について

25 11月  7日 大阪府八尾市 ひと・ほんの庭にこっとについて

26 11月12日 静岡県浜松市 奨学金返済支援制度について

27 11月12日 奈良県大和郡山市 磐田市スポーツ推進計画について

28 11月18日 北海道稚内市 議員提案による条例制定について
議員間討議について

29 11月19日 福岡県柳川市 公共施設見直し計画、公共施設最適化の取
り組みについて

30 12月25日 静岡県掛川市 新電力事業について

31 令和2年  
1月16日 岩手県盛岡市 磐田スポーツ部活について

32 3月27日 石川県金沢市 スポーツ推進に関する取り組みについて

受入日 自治体名 視察内容
1 令和元年

5月29日 静岡県静岡市 デマンド型乗合タクシーについて

2 5月30日 鹿児島県姶良市 ひと・ほんの庭にこっとについて
磐田スポーツ部活について

3 6月13日 山梨県甲斐市 磐田市香りの博物館の現地視察及び運営状
況等の概要について

4 7月  4日 静岡県沼津市 磐田スポーツ部活について

5 7月16日 長野県東御市 議会改革について

6 7月17日 宮城県名取市 磐田スマートアグリカルチャー事業について

7 7月24日 愛知県豊田市 ひと・ほんの庭にこっとについて

8 7月25日 埼玉県上尾市 議会広報について

9 7月25日 秋田県大館市 磐田市まち美化パートナー制度について

10 7月26日 宮崎県宮崎市 防災対策の概要及び各種ハザードマップの作
成の取り組みについて

11 7月30日 埼玉県久喜市 磐田スポーツ部活について
多文化共生の取り組みについて

12 8月  5日 滋賀県米原市 磐田スポーツ部活について

13 8月  6日 栃木県栃木市 水道ビジョンの策定について

14 8月  6日 愛知県田原市 議会報告会の手法、状況について

15 8月  8日 岐阜県羽島市 議会改革の取り組みについて

16 8月23日 福井県敦賀市 議会改革の取り組みについて

2

5
13 子育て支援センターに関する緊急申入書を提出しました

　５月 13 日に市内の子育て支援セ
ンターの配置やあり方についての緊
急申入書を市長へ提出しました。
　これは、民生教育委員会が、子育
て支援センターが今後どうあるべき
かを、利用者や関係者から意見を聴
くなどして調査・意見集約をし、市
の今後の方針決定前に緊急申入れを
行ったものです。
　緊急申入書には、地域性や利用者
需要を踏まえた計画・配置・運営を
行うことや、利用者や地域の声を活
かすことなどを盛り込みました。

4
30 コロナ対策の財源として、２年度の政務活動費50％削減を決定しました

　４月 30 日に会派代表者会議を開催し、今年度の政務活動費の 50％削減を全会一致で決定しました。
これは、磐田市独自の新型コロナウイルス感染症対策の財源として活用してもらうことを目的とした
ものです。
　政務活動費は議員１人当たり年 30 万円が会派ごとに交付されており、２年度の当初予算には 25
人分（欠員１人）計 750 万円を計上していましたが、半分の 375 万円に削減しました。

4
13 磐田市議会新型コロナウイルス感染症対策会議を設置しました

　４月 13 日に磐田市議会新型コロ
ナウイルス感染症対策会議を設置し、
議場で初会議を開きました。
　これは、市が 4 月 8 日に同対策本
部を設置したことに合わせ、執行機
関の迅速な対応への支援や情報収集・
提供の一元化を図り、連携した対応
を行うため設置したものです。
　初会議では、議員や市長をはじめ
関係部局長等がマスクを着用して出
席し、市の対策について報告を受け、
感染した場合などの行動手順を確認
しました。



　新型コロナウイルス感染拡大に伴う、国
の緊急事態宣言は解除されましたが収束
には至っていません。広報広聴委員会で

は、これらに配慮した市議会のホームページや議会
だより「羅針盤」の編集などに改善や工夫を重ねて
います。これからも「見やすい、読みやすい紙面づくり」
に努めていきたいと思います。　　　　　（岡　　實）

磐
田
市
議
会
だ
よ
り
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次回は9月1日発行予定です。 【広報広聴委員会】
■委 員 長：岡　　實　　■副委員長：小柳	貴臣
■委　　員：江塚　学、戸塚	邦彦、加藤	文重、松野	正比呂、高梨	俊弘

　太陽の光が眩しい夏の日。ラムネの瓶を太陽
にかざすと、光が反射して輝いて見えます。太
陽の光と青空を映したラムネの瓶は、突き刺さ
るような夏の暑さを包み込み、爽やかさを運ん
でくれる気がします。暑い夏の中にある、涼し
げで爽やかな瞬間を切り取った一枚です。
　この写真で清々しい夏を感じていただけた
ら嬉しいです。

表紙の写真 静岡県立磐田南高等学校　2年生
　ビジュアル部

■全会一致により可決・承認・同意された議案
⑴　専決処分（国民健康保険税条例の一部改正）
⑵　専決処分（介護保険条例の一部改正）
⑶　２年度一般会計補正予算（第１号）
⑷　監査委員選任の同意
⑸　教育委員会の委員任命の同意
⑹　磐田市外１組合公平委員会の委員選任の同意
⑺〜⑼　固定資産評価審査委員会の委員選任の同意
⑽　２年度一般会計補正予算（第２号）
⑾　監査委員選任の同意
⑿　新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書

■本会議で行われた選挙
⑴　市議会副議長の選挙
⑵　中東遠看護専門学校組合議会議員の補欠選挙

■その他本会議で議題となった案件
⑴　市議会副議長の辞職
⑵　市議会常任委員会委員の所属変更
⑶　市議会常任委員会委員の選任
⑷　市議会運営委員会委員の選任

議会の傍聴について
　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、議会の傍聴は極力ご遠慮いただいています。
　もし傍聴される場合は、下記の事項を必ずお守りください。
１．マスクを着用してください。
２．傍聴受付や議場及び委員会室入口に設置されている消毒液にて手指の消毒をしてください。
３．発熱等風邪の症状のある方や、体調のすぐれない方は傍聴をお断りしています。
　　（議会事務局での受付の際に体温測定をさせていただきます。）

　なお、本会議の模様は、インターネットで映像配信もしておりますのでご利用ください。
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